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児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
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案
内 

市
立
小
学
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を
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ま

を
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設
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ま
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タ
ク
シ
ー
な
ど
の
移
送
代

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
移
送
代
、、

ガ
ソ
リ
ン
費
な
ど
を
助
成
し
ま

ガ
ソ
リ
ン
費
な
ど
を
助
成
し
ま
すす

新
入
社
員
に
対
す
る
防
火
防
災
教

育
を
し
ま
し
ょ
う

「
自
動
通
話
録
音
機
」
の

貸
し
出
し
を
行
い
ま
す

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
お
知
ら
せ

４
月
～
９
月
・
新
規
購
入
の
方
へ

（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）

４
月　

日
（
月
）
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

１８

認
知
症
介
護
者
家
族
会
を

開
催
し
ま
す

手
当
を
振
り
込
み
ま
す

　
　
年　
月
～　
年
３
月
分
の
児

２７

１２

２８

童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
指
定
預
金
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
振
込
日
は
児
童
扶
養
手
当

が
４
月　
日（
水
）、特
別
児
童
扶

１３

養
手
当
が
４
月　
日
（
月
）
で
す
。

１１

金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入
金
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
今
回
の

振
り
込
み
は
、
改
定
前
の
金
額
で

す
）。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
が
改
定

　
　
年
４
月
分
か
ら
手
当
額
が
改

２８
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
【
児
童
扶
養
手
当
（
月
額
）】
全

部
支
給
＝
４
万
２
０
０
０
円
→
４

万
２
３
３
０
円
▽
一
部
支
給
＝
９

９
１
０
円
～
４
万
１
９
９
０
円
→

　
市
で
は
、市
内
在
住
の
対
象
者

に
、タ
ク
シ
ー
代
ま
た
は
ガ
ソ
リ

ン
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。な
お
、

こ
れ
ら
２
つ
の
制
度
に
は
所
得
制

限
な
ど
が
あ
り
、ま
た
併
給
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
【
助
成
月
】（
１
）福
祉
タ
ク
シ
ー

等
事
業
＝
４
月・　
月
▼（
２
）ガ

１０

ソ
リ
ン
費
等
助
成
事
業
＝
４
月・

７
月・　
月・１
月

１０

　
【
助
成
内
容
】タ
ク
シ
ー
代
＝
６

カ
月
間
１
万
円
ま
で（
領
収
書
に

よ
る
請
求
）▼
ガ
ソ
リ
ン
費
＝
３

カ
月
間
８
２
５
０
円
ま
で（
１
㍑

に
つ
き　
円
を
助
成
。１
５
０
㍑

５５

ま
で
助
成
。領
収
書
に
よ
る
請
求
）

《（
１
）・（
２
）共
通
事
項
》

　
【
対
象
者
】在
宅
で
次
の
①
～
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

　
①
身
体
障
害
者
手
帳（
１・２
級
、

３
級
は
内
部
障
害
の
み
）を
お
持

ち
の
方

　
②
愛
の
手
帳（
１・２
度
）を
お

持
ち
の
方

　
③
都
難
病
医
療
費
等
助
成
制
度

に
よ
り
助
成
を
受
け
て
い
る
方
で
、

重
症
疾
病
、ま
た
は
他
の
疾
病
で

重
症
認
定
を
受
け
て
い
る
方

　
【
扶
養
親
族
数・所
得
制
限
限
度

額
】０
人
＝
４
７
３
万
５
０
０
０

円
▼
１
人
＝
５
１
６
万
８
０
０
０

円
▼
２
人
＝
５
６
０
万
３
０
０
０

円
▼
３
人
＝
６
０
３
万
８
０
０
０

円
▼
４
人
＝
６
４
７
万
３
０
０
０

円
▼
５
人
＝
６
９
０
万
８
０
０
０

円　
※
扶
養
親
族
数
６
人
以
降
は
、

１
人
増
す
ご
と
に　
万
５
０
０
０

４３

円
を
加
算
し
ま
す
。ガ
ソ
リ
ン
費

話
☎
０
３
・
５
３
０
８
・
６
９
５

０
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
へ
。

　
　
・　

年
度
に
市
立
小
学
校
に

２８

２９

特
別
支
援
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

　
同
教
室
で
は
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注

意
欠
陥
多
動
性
障
害
）、Ｌ
Ｄ（
学

習
障
害
）、ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、

高
機
能
自
閉
症
な
ど
の
発
達
障
害

の
子
ど
も
が
、
専
門
の
教
員
か
ら

障
害
に
応
じ
た
特
別
な
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の

子
ど
も
が
、
在
籍
す
る
学
校
で
特

別
な
指
導
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

同
教
室
を
各
小
学
校
に
１
教
室
ず

つ
設
置
し
ま
す
。　

年
度
は
、
第

２８

二
・
第
六
・
第
七
・
第
十
・
神
宝
・

本
村
・
下
里
の
各
小
学
校
に
設
置

し
、　

年
４
月
か
ら
指
導
を
開
始

２９

し
ま
す
。　

年
度
は
、
第
一
・
第

２９

三
・
第
五
・
第
九
・
小
山
・
南
町

の
各
小
学
校
に
開
設
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
指
導
室
特
別
支
援
教

育
係
☎
４
７
０
・
８
０
３
２
へ
。

　
「
自
動
通
話
録
音
機
」の
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
械
は
、
電
話
の
呼
び
出

し
音
が
鳴
る
前
に
、
犯
人
に
警
告

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
た
め
、
犯
人

が
通
話
を
断
念
し
、
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
　
【
電
話
予
約
】必
ず
電
話
で
防
災

防
犯
課
☎
４
７
０
・
７
７
６
９
に

予
約
を
し
て
か
ら
同
課
（
市
役
所

２
階
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
窓

９
９
９
０
円
～
４
万
２
３
２
０
円
。

な
お
、
多
子
加
算
に
つ
い
て
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん

　
【
特
別
児
童
扶
養
手
当（
月
額
）】

特
児
１
級
＝
５
万
１
１
０
０
円
→

５
万
１
５
０
０
円
▽
特
児
２
級
＝

３
万
４
０
３
０
円
→
３
万
４
３
０

０
円
　
※
８
月
期
支
払
い
分
（
４
月
～

７
月
分
）
か
ら
改
定
後
の
手
当
額

と
な
り
ま
す
。

　
【
特
別
障
害
者
手
当
（
月
額
）】

２
万
６
６
２
０
円
→
２
万
６
８
３

０
円
　
【
障
害
児
福
祉
手
当
（
月
額
）】

１
万
４
４
８
０
円
→
１
万
４
６
０

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現
に

向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が

及
び
に
く
い
低
年
金
受
給
者
へ
の

支
援
に
よ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成

果
の
均
て
ん
や
、
高
齢
者
世
帯
の

年
金
も
含
め
た
所
得
全
体
の
底
上

げ
を
図
る
観
点
に
立
ち
、
低
所
得

の
高
齢
者
を
対
象
に
「
高
齢
者
向

け
給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
）」を
給
付
し
ま

す
。
　
支
給
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
方
に
は
、
４
月
中
旬
に
申
請

書
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。
詳
細

は
広
報
４
月　
日
特
集
号
・
市
ホ

１５

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
都
営
交
通
お
よ
び
都
内
を
走
行

す
る
民
営
バ
ス
な
ど
が
利
用
で
き

る
「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
を

発
行
し
ま
す
。

　
【
パ
ス
の
有
効
期
限
】発
行
日
～

　
年
９
月　
日
（
金
）

２８

３０

　
【
対
象
者
】都
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
満　
歳
以
上
の
方
（
寝
た
き

７０

り
の
方
を
除
く
）

　
【
費
用
・
必
要
書
類
】
次
の
通
り
。

　
（
１
）　

年
度
の
住
民
税
が「
課

２８

税
」
の
方
▼
費
用
＝
１
万
２
５
５

円
（
４
月
～
９
月
発
行
分
）
▼
必

要
書
類
＝
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
が
確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類

（
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
）

　
（
２
）　

年
度
の
住
民
税
が「
非

２８

課
税
」
の
方
、
ま
た
は　
年
度
の

２８

住
民
税
が
「
課
税
」
で
、　

年
の

２７

合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
方
▼
費
用
＝
１
０
０
０
円
▼

必
要
書
類
＝
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
が
確
認
で
き
る
本
人
確
認
書

類（
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
）

と
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
①　
年
２８

度
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼

納
入
通
知
書
（
所
得
段
階
区
分
に

１
～
６
の
記
載
が
あ
る
も
の
）　

※
新
規
発
行
の
場
合
は
前
年
度
の

同
通
知
書
で
代
用
で
き
ま
す
。
②

住
民
税
非
課
税
証
明
書
③
生
活
保

護
受
給
証
明
書（「
生
活
扶
助
」を

表
す
記
載
が
あ
る
も
の
）　

※
②

③
は　
年
度
の
書
類
が
必
要
で
す

２８

が
、
住
民
税
の
賦
課
決
定
ま
で
の

期
間
（
４
月
～
６
月
ご
ろ
）
は
前

年
度
の
書
類
で
代
用
で
き
ま
す
。

　
【
申
し
込
み
方
法
】費
用
と
必
要

書
類
を
持
参
の
上
、
最
寄
り
の
バ

ス
営
業
所
、
都
営
地
下
鉄
定
期
券

販
売
所
な
ど
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
発

行
窓
口
へ
。
満　
歳
に
な
る
月
の

７０

初
日
（
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
前

月
の
初
日
）
か
ら
申
し
込
め
ま
す

　
詳
し
く
は
一
般
社
団
法
人
東
京

バ
ス
協
会
シ
ル
バ
ー
パ
ス
専
用
電

合
、
負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
、

社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に

必
要
な
合
理
的
配
慮
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
配
慮
を
し
な
い

こ
と
で
、
権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ

る
場
合
も
差
別
に
当
た
り
ま
す
。

◎
合
理
的
配
慮
と
は

　
合
理
的
配
慮
と
は
、
障
害
を
持

つ
方
が
日
常
・
社
会
生
活
で
受
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
の
原
因
と
な

る
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め

に
行
わ
れ
る
、
個
別
の
状
況
に
応

じ
た
配
慮
を
い
い
ま
す
。
例
と
し

　
障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
国

民
が
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け

隔
て
な
く
、
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
と
は

　
障
害
を
理
由
と
し
て
、
正
当
な

理
由
な
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒

否
・
制
限
し
た
り
、
条
件
を
付
け

る
行
為
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
障

害
を
持
つ
方
が
配
慮
を
求
め
た
場

て
は
、
車
い
す
の
方
が
乗
り
物
に

乗
る
と
き
に
手
助
け
す
る
こ
と
や
、

障
害
を
持
つ
方
の
障
害
の
特
性
に

応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
（
筆
談
・
読
み
上
げ
な
ど
）
で

対
応
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
障
害
を
持
つ
方
が
ど
の
よ
う
な

配
慮
を
必
要
と
す
る
か
は
、
障
害

に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
の
障
害
に

対
す
る
理
解
が
必
要
で
す
。
市
で

は
、
障
害
の
理
解
促
進
・
啓
発
の

た
め
、
障
害
を
持
つ
方
や
そ
の
家

族
の
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
７
へ
。

口
で
直
接
予
約
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん

　
【
予
約
日
時
】４
月
５
日（
火
）か

ら
受
け
付
け
。
平
日
の
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
（
正
午
～
午
後
１

時
を
除
く
）

　
【
対
象
者
】市
内
在
住
で
、　

歳
６５

以
上
の
方
が
居
住
し
て
い
る
世
帯
。

　
※
既
に
自
動
通
話
録
音
機
を
貸

与
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。

　
【
貸
与
台
数
】先
着　
世
帯（
１

４５

世
帯
に
１
台
）

　
【
ご
注
意
】
４
月　
日
（
火
）
か

１９

ら
順
次
貸
与
し
ま
す
。
申
し
込
み

か
ら
貸
与
す
る
ま
で
１
週
間
程
度

か
か
り
ま
す

　
【
そ
の
他
】申
込
時
に
電
話
番
号

を
お
聞
き
し
て
、
後
日
電
話
を
か

け
設
置
の
確
認
を
し
ま
す

　
詳
し
く
は
同
課
防
災
防
犯
担
当

☎
４
７
０
・
７
７
６
９
へ
。

　
認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
の
方
、
日
々
の
不
安
や
心
配

事
な
ど
を
気
軽
に
話
し
に
来
ま
せ

ん
か
。
今
回
は
東
部
地
域
に
居
住

の
方
が
対
象
で
す
。

◎
東
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
上
の
原
、
金
山
町
、
神

宝
町
、
氷
川
台
、
大
門
町
、
小
山
、

東
本
町
、
新
川
町
、
浅
間
町

　
【
日
時
】
４
月　
日
（
火
）
午
後

１９

１
時　
分
～
２
時　
分

１５

４５

　
【
会
場
】東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会

議
室
２

　
【
参
加
費
】１
０
０
円（
茶
菓
子

代
な
ど
）

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
東
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
９
９
９
６
へ
。

等
助
成
は
、世
帯
全
員
の
所
得
確

認
が
必
要
で
す
。

　
【
必
要
書
類
】身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
愛
の
手
帳
ま
た
は
マ
ル
都

医
療
券
▼
認
め
印（
ス
タ
ン
プ
式

は
不
可
）▼
本
人
の
口
座
が
分
か

る
も
の
▼
車
検
証（
ガ
ソ
リ
ン
費

申
請
の
場
合
の
み
）。登
録
車
両
は

本
人
ま
た
は
同
居
親
族
の
車
両
の

み
▼　
年
度
課
税（
非
課
税
）証
明

２７

書（
転
入
な
ど
で
東
久
留
米
市
で

所
得
確
認
が
で
き
な
い
方
の
み
）

　
【
そ
の
他
】す
で
に
受
給
し
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、所
得
制
限
な

ど
の
審
査
を
行
い
、４
月
以
降
も

更
新
と
な
っ
た
場
合
は
、更
新
の

０
円
　
※
５
月
期
支
払
い
分
（
２
月
～

４
月
分
）
は
、
２
月
・
３
月
分
が

改
定
前
、
４
月
分
が
改
定
後
の
金

額
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
が
児
童
青
少
年

課
助
成
支
援
係
☎
４
７
０
・
７
７

３
６
、
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
が
障
害
福
祉
課
☎
４

７
０
・
７
７
４
７
へ
。

案
内
を
５
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま

す
▼
３
カ
月
以
上
の
長
期
入
院
や

施
設
入
所
し
た
方
は
受
給
で
き
ま

せ
ん
の
で
、消
滅
の
届
け
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
▼
タ
ク
シ
ー
か
ら

ガ
ソ
リ
ン（
ま
た
は
ガ
ソ
リ
ン
か

ら
タ
ク
シ
ー
）助
成
へ
の
変
更
を

希
望
す
る
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ

い（
変
更
は
、申
請
月
か
ら
認
定
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　
未
申
請
の
方
は
障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）で
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。申
請
し
た
月
か
ら
の

認
定
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
管
理
係
☎
４
７

０・７
７
４
７
へ
。

　
【
申
請
期
間
】４
月　
日（
月
）～

１８

７
月　
日
（
金
）

２９

　
【
基
準
日
】　

年
１
月
１
日

２７

　
【
対
象
】基
準
日
時
点
で
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
、　

年
度
臨
時

２７

福
祉
給
付
金
の
対
象
者
の
う
ち
、

　

年
度
中
に　

歳
以
上
に
な
る

２８

６５

（
昭
和　
年
４
月
１
日
以
前
に
生

２７

ま
れ
た
）
方

　
【
給
付
額
】支
給
対
象
者
１
人
に

つ
き
３
万
円

　
今
後
予
定
し
て
い
る
「
平
成　
２８

年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
障

害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付

金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
）」は
、９
月
以
降
に
申

請
の
受
け
付
け
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。
詳
細
が
決
定
次
第
、
広
報

紙
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
臨
時
福
祉
給
付
金
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
４
７
０
・
７
８

６
３
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時　
１５

分
）
へ
。

　
新
入
社
員
は
、
仕
事
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
ま
だ
建
物
内
の
様
子

も
分
か
ら
ず
、
消
火
器
・
避
難
器

具
な
ど
の
消
防
用
設
備
の
位
置
や
、

避
難
経
路
も
十
分
に
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
１

１
９
番
通
報
や
初
期
消
火
、
避
難

誘
導
が
で
き
る
よ
う
に
、
新
入
社

員
に
対
す
る
防
火
防
災
教
育
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
消
防
法
で
は
、
飲
食
店
・

物
品
販
売
店
舗
・
ホ
テ
ル
・
病
院

な
ど
の
防
火
対
象
物
（
特
定
防
火

対
象
物
）
の
防
火
管
理
者
に
対
し

て
、
年
２
回
以
上
の
消
火
お
よ
び

避
難
訓
練
の
実
施
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
。
な
お
、
自
衛
消
防
訓
練

を
実
施
す
る
場
合
は
、
事
前
に
管

轄
消
防
署
へ
「
自
衛
消
防
訓
練
通

知
書
」
で
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。

同
通
知
書
は
、
東
京
消
防
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
防

火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０
１
１
９

（
内
線
５
２
１
）
へ
。

高
齢
者
向
け
給
付
金

４
月
１
日
か
ら
障
害
者
差
別
解
消
法

が
施
行
さ
れ
ま
す


